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組合 資料も完璧というような事を会社は言っているが、やる人がいなくて苦労して作成してる
社員もいる。資料を見て不備なところもあるが、そのような内容で勉強会を開催している。
首都圏本部からわかりやすい資料が事前に出ていればそんなに困らない。結局現場任せに
なっているのではないか。ただ窓口を潰せばよいということではない。

会社 社員の意見をしっかり受け止める。実施前の2日というところであるが、実施後もしっか
りと十分に取り組ませていただく。

組合 しっかりとか十分とかの具体的な事をひとつでも教えてもらえますか。
会社 駅の社員の理解度だとかその後のフォローの状況、巡回等も含めモビリティ―サービスと

しても施策実施、状況については確認、把握をしていく。

組合 しっかりと案内の確保をしていかなくてはならない。どのようにつくるのか
会社 現行つくられている作業ダイヤで改札補助で取らせていただいている時間もあり、それ以

外に多売期、定期多売、GW等関係箇所との連携となるが常磐線の駅は春の定期多売は混
雑するという認識はある。上野MOやモビリティー等の派遣みたいな形で対応したい。

組合 混雑は想定しているから応援体制は来るということか。
会社 現時点では必ず来るとはならないが、必要な体制や混雑ニーズについては上野MOや、

現時点で学校の入学式がいつかを聞いて上野MOに頼らず情報と連携をつくる。
組合 上野MO等から応援体制が来るのはありがたいが、普段案内などをやっていない方が現場

に来ては意味がない。来る人たちの教育もやってもらいたい。
会社 今後管理者とコミュニケーションを図りつつ、連携先としては上野ＭＯや間に合わなけれ

ばモビリティ―サービスからの派遣、どこまでスキルが共用できるか分からないが、全く
ない中ではご迷惑をかけるのでしっかり派遣元と連携を図る。

組合 案内体制を全社員がやっていかなくてはならない。勉強会もやっているが今日段階でフォ
ローもされてない中でどのように考えているのか。

会社 ２月20日、21日に勉強会を開催したが、参加出来ていない社員もいるのでフォローを
しっかりやっていく。必要な操作方の周知やスキルなど実践をつかって営トレでの対応も
会社としてやっていく考えである。
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